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【諸言】
　甘味やうま味、塩味などの味覚情報は、生体の
エネルギー収支、タンパク質やミネラルの栄養状
態と相互に影響しあい、食物選択において重要な
感覚である。甘味の感受性は食欲をコントロール
するレプチンのリズムと連動していることが報告
されている１）。これは、貯蔵エネルギーである体
脂肪量を一定に保つための長期的な調整機構と考
えられる２）。一方で、摂食量の調節は短期でも調
整されており、動物実験では食後の血糖値やイン
スリンの上昇により、甘味の感受性が下がり、摂
食を終了させるように変化することが報告されて
いる３）、４）。また、塩味の認知閾値は血中アルドス
テロン濃度が関与し、唾液ナトリウム濃度と同様
の日内リズムを示す５）。このような味覚認知閾値
の日内変化や短期的な変化は、摂食行動に影響を
与える要因であるが、ヒトにおける研究は少ない。
　そこで、本研究では、食事前後の甘味及び塩味、

うま味の認知閾値がどのように変化し、満腹感や
食欲とどのような相互関係にあるのかを調査した。

【方法】
　喫煙習慣のない健康な女子大生８名を対象と
し、食前と食後の味覚認知閾値及び満腹感と食欲
の程度、唾液量がどのように変化するか調査を
行った。
　実験スケジュールを図１に示した。実験食を昼
食（12：30）に摂取してもらい、その前後で味覚認
知閾値（甘味、塩味、うま味）、満腹感及び食欲の
程度、唾液量を調べた。実験前の食事内容に影響
を受けないようにするため、実験食の１食前は共
通の標準食とした。実験食及び標準食の栄養価は
日本人の食事摂取基準を参考にして設定し、バラ
ンスのとれた食事内容とした（表１）。

１）味覚認知閾値検査
　全口腔法により３基本味（甘味、塩味、うま味）

食後の味覚認知閾値と食欲の変化

図１　実験スケジュール

表１　実験食及び標準食の食事内容
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の味覚認知閾値測定を行った。呈味物質として、
甘味はスクロース、塩味は塩化ナトリウム、うま
味はグルタミン酸ナトリウムを用い、12種類の濃
度に調整した。表２に各溶液の濃度系列を示した。
　検査は、紙コップに20mlずつ分注した呈味溶
液を濃度の薄いものから口に含み、感じた味を基
本５味の中から選んでもらい、正答が２回連続し
た時の濃度を味覚認知閾値とした。検査を行う味
の順番は無作為に設定した。朝食および昼食後は
歯磨きをして水以外の飲食は禁止とし、検査直前
に水でうがいをしてから検査を行った。

２）満腹感及び食欲の測定
　食前と食後直後、食後１h後、食後２h後に、
Visual analog　scales（視覚的アナログ目盛り法、
以下VASとする）を用いて満腹感と食欲を測定
した。満腹感は、左端を「空腹」、右端を「満腹」と
記載した100mmの水平線上の当てはまる位置に
×印を記入してもらい、左端からの長さを測定値
とした。食欲は、左端を「食べたくない」、右端を
「食べたい」と記載した水平線を用いた。

３）唾液量の測定
　食前と食後に唾液を採取した。唾液採取は唇を
閉じた状態で口腔内に溜まった唾液をポリ試験管
に吐き出す方法で、５分間行った。唾液は採取後
にすぐに蓋をして、重量を測定した。

４）統計処理
　統計処理には、SPSS 20.0 for Windows（IBM）
を用い、味覚認知閾値及び唾液量の食前食後の比
較には、対応のあるＴ検定を行った。また、満腹

感及び食欲の食後の変化については、食後２hま
での間に差がみられるかを一元配置分散分析によ
り、また食後の甘味認知閾値の変化のし方に分け
た比較は二元配置分散分析で検討し、Bonferroni
による多重比較を行った。

【結果】
１．味覚認知閾値の食事前後の変化
　甘味及び塩味、うま味の食前・食後の味覚認知
閾値を図２～４に示した。いずれの味の認知閾値
も、食前に比べて食後は平均値は低下したが、食

表2　味覚認知閾値検査の呈味物質及び濃度系列

図２　甘味認知閾値の食事前後の変化

図３　塩味認知閾値の食事前後の変化
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前に個人差が大きくみられ、有意な差はみられな
かった。食後では、塩味とうま味の認知閾値は平
均値付近にまとまり、食前に高値であった者も低
下し、個人差が小さくなった。甘味認知閾値につ
いては、食後も個人差が大きく、半数は食後に低
下したものの、残りの半数は認知閾値が上昇ある
いは変化しなかった。

２．唾液量の食事前後の変化
　唾液量はいずれも食前よりも食後に増加し、平
均値に有意な差がみられた（図５）。

３．満腹感および食欲の食事前後の変化
　満腹感のVASスコアは食前には低値で強い空
腹感を示し、食後には有意に高値となり、強い満
腹感を示した（図６）。その後、徐々に低下した
が、食後２h後までは有意に高値となった。
　食欲のVASスコアについては満腹感と連動し

た変化を示した（図７）。食前のVASスコアは高
い値で強い食欲を示し、食後は食後直後から食後
２h後まで有意に低下した。

４．食後の甘味認知閾値の変化と食欲
　食後に甘味認知閾値が低下した者（４名）と低
下しない者（４名）のグループに分け、満腹感およ
び食欲のVASスコアの平均値を比較した。
　満腹感については、両グループに有意な差はみ
られず、食前は低値で強い空腹感を示し、食後に
は上昇して強い満腹感を示し、その後徐々に低下
した（図８）。
　食欲については、グループ間に違う傾向がみら
れた（図９）。食後に甘味認知閾値が低下した者
では、食後直後のVASスコアは低い値を示し、食
欲は低下した。一方、食後の甘味認知閾値が低下
しない者では、食後直後においても食欲のVAS
スコアは十分に低下せず、甘味認知閾値が低下し

図４　うま味認知閾値の食事前後の変化 図５　唾液量の食事前後の変化

図７　食欲（VAS）の食事前後の変化図６　満腹感（VAS）の食事前後の変化
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た者に比べて有意に高値であった。食後２h後ま
では高い値を示し、食欲を感じていることが示さ
れた。

【考察】
　今回の結果において、甘味及び塩味、うま味で
は、食後の認知閾値の変化の仕方が異なる結果が
得られた。食後は食前に比べ、唾液量が増え、塩
味やうま味の認知閾値は低下し、低い濃度でも識
別できるようになることが確認された。このこと
から、食後直後は濃い味付けよりも薄い味付けに
嗜好が高まり、塩分やうま味の摂取量が抑えられ
ることが考えられる。
　一方、甘味認知閾値については、半数の者は食
後に低下し、食前に比べて低い濃度でも識別でき
るようになった。この時、強い満腹感を感じ、食
欲は低下していたことから、嗜好性を示す甘味の
濃度が低くなることで食後に摂取するエネルギー
量が抑えられると考えられる。しかし、残りの半
数は同じ食事を摂取した後であるにもかかわら
ず、食前よりも甘味認知閾値が高くなるあるいは
高値のまま変化しなかった。これらのグループ
は、食後に満腹感は感じているものの、食欲はあ
まり変化せず、食後であっても、食後２h後まで
ある程度の食欲を感じていることが明らかとなっ
た。このように、食後に甘味認知閾値が低下しな
い者では、さらにエネルギーを摂取をする可能性
が高いと考えられる。
　これらの結果から、甘味の認知閾値については、

食前と食後では食事に与える影響は異なることが
示唆された。食後の変化は一過性にすぎないが、
食後さらにエネルギー等を摂取する習慣につなが
り、過剰摂取に影響することが考えられる。今回
は、日本人の食事摂取基準をもとにバランスのと
れた昼食の前後での比較を行ったが、食事の栄養
バランスや欠食習慣によっても、甘味の認知閾値
や食欲は変化することが報告されている。今後
は、食事内容の違いや食事時刻による影響につい
ても検討し、食習慣の改善の効果的な方法の提案
につなげたい。
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図８　甘味認知閾値の食後変化と満腹感 図９　甘味認知閾値の食後変化と食欲


